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ヲナ銅形土製品

分銅形土恕届とI害？
分銅形土製品とは、 「分銅Jという江戸時代に問答1街が使っていた天秤でillさを量る錐の形に似ている

ことから、ζの各で呼ばれるようになった弥生時代の士：版状土製品です。中、四国地万を中心として、

商は福岡県、東は石Jil！：，｛までの聞で見つかっており、度目の淡現や全体の形に地域ごとの称倣があることが

知られています。山口県内からは東南部を中心として、二れまでに約50点、の分銅形土製品が凡つかって

います。 これらの分銅形土製品は四隅が角張っており、細い粘土総を貼り付けることによって眉と鼻が

くっきりと表現されていることが特徴で、愛媛県でも問機な形の分銅形土製a，が多数見つかっています。

鑓ぬ間違

分銅形：t製品は遺跡から完全な形でflっかることは極めてまれで、大半が破片の状態で出土します。

また、ほとんと＇n:tn；.事跡で見つかることから、袋路内で｛査われたお泥りのill呉であり、廃1障の際に打ちi!/11

られたものと推測されますが、具体的にどのように使われたのかよく分かっていません。山口県から比つ

かった分銅形土製品の耳の部分には穴があけられているものが多いことから、つるして依ったのか、あるい

はお面のように鎖につけたのかもしれません。

当館所蔵0)分銅影土ma
吉田キャンパスでは、総合図主書館敷地から分剣形土製品が1点見つかっています。上半部が欠けており、

下半世Bのみ残存しています。また、当館所j械の周防rl'i熊毛町天でE遺跡、岡山遺跡で見つかった分銅形

土製品は上半書JIのみ残存してb、ます。 1と21ま店と4与を表現した粕上級がはがれた跡が絞っており、 1の

飯商の周凶は、細い棒状の工只．を突き刺してつけた車lj炎文で閉まれています。これらはし、ずれも集害事内

で使用されたものと考えられます。皆さん、どのように使われたのか怨像してみてください T ｛岡畑直劇

1岡山遺跡

3天王遺跡

2天主遺跡
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山口大学埋蔵叉化財資制館所蔵の分銅形土観昂

。



0 。
。

海泳三えイヒ燃のがイ士事 voL6

このコーナーでは、多岐にわたる甥厳文化財の仕事を紹介しまず． 塩瀬文化財の仕事では上を似る体力も必援です
が、 '11'1iE棚さ ・鰍密さが11，常に：iii裂で、般気のいる作業が多いのです． 今回紹介する埋議文化財のお仕事l;I:・・

トレース
トレースとは、 ~語~J医1を製本用にi青書する作業のことです。線の太さを色々変えて、尖被l図より見やすい図両
にします。綾近では、 rcADJというソフトを使ってパソコン上で処理する人も湖えてきています。

～使用するもの～
ライトポッウス 製図ベン 製図用消しゴム トレ－，そンヴ

Fミーー，，＿

2; ｛ノト～トレースの方法～

iトレ｝スする図面の四臨時に f+Jの印を織きます。その上にトレー
シングペーパーなかぶせます。 トレーシングベーノ宅｝の紛をドラフティ
ングテープで留め、関商と閲~します。

2.1をライトボyクスに載せライトを点けます． トレーシングペーパーのヒ
から先ほどの「＋Jの印をなぞります。これは、トレーシングペーパー
がずれた時にもう一度紘債を合わせるための工夫です。

3図磁を汚さないように手袋を清けたら、 r+iの府l問機、図もなぞっ
ていきます。製図ベンは傾きや動かす速度によって線の太さが変わる
ので気をつけましょう。線がはみ出した時などは、製図用消しゴムで
消したりナイフで削りとったりします。

4.全体をなぞったら、ドラフティングテープを剥がして隠｜函をはずして
完成です。 倒木~健）

4号4品調査で佼う削't続本間l.Z

平板 （へいばん）

発俗調査において、遺跡の平面形を記録する必要がありますが、

その際使われるのが平仮です。 水平に百貨在室して、方向ゃ•fit!離を
iJlljります。二人で測越します。

使用例 （1ハ∞の図面を作成する｝

地点1と灰色の四角形ABC  Dの位置関係をre録したL」
基準点に般置した平板から、アリザードを視いて地点Aに方向を合わ世る．
次に、地点1から地点Aの距離を巻曹尺で湖る．
仮に380師だった場合、 アリゲードの 1/100定規を使って．図面上回基準
点から3.8酬の所にAの位鍾を記録する．

同じように地点Bに方向を合わせて、地点1と地点目の鈍織を測り、記録
する．地点C、Dも同様に滞貨すれば、地点1と四角形ABC  Dの位置騎係
をre録することができる．

平級品、ら近すぎる地点や遣すぎる地点を毘録するのは灘L（、精度もおちます
ので．適当な場所に平板を移動させて犯録しましょう． ｛有f本給紀）

ドラフティング
子ープ。報川

〉

製図ベンt立、織〈図面の肉容によってペン
先の太さを使い分けます．
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事厳£で対象織を・~込み方向を合

わぜるためにfl!い家す.＇写真め左にある

3カ務の穴のどれかをのぞき込んで‘

対象衡と写真右にある糸が•iよる8J多少

に方向を合わぜます．

lt須のOfまa‘織に合わ鎗てお寄繁ず．

お織に合わぜる
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’ 小目立化置網館方リジナルの

山観火しおり．輯調で配布害れている．

持1n1，、合わせ先

山円市小郡文化資料館
干754•0回2 1111 I市小mF郷帥9-3

Tel083-973-7的1
ホームベージ
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山ロ7廿，卜、君F文fヒ資料館
山口市小:ms文 化n料館｛ま、山口市小.Ill¥の中心部、小品11総合支所前に｛立偉

します。 入館者は年［Ill約 l：万人で、旅行会社の種閉山政．火ツアーの団体ゐ；

や小学校の社会見学 ・総合学習など、広く活用されています。

資料館1階には、小郷ゆかりの俳人『穏閉山耳目火Jの綬示室があり、 山政火

i直mの舎やゆかりの品々が多数展示されています。 2J皆は江戸時代の合民J'!,、

小川 所在の逃跡、から出土した土i穏などの文化財、小刻iの近代芸術家の作品

など多彩な展示内容となっています。 これほど充実した内容の資料館であり

ながら入館はなんと無料 1 館の通！！it＇こはいろいろとご苦労がおありなのでは

ないでしょうか。林祐子学芸員に館の特色などについてお話をうかがし、ました。

｛質IIU）小郡文化資科節的特色を教えてくださも、．

林 r,1、榔ゆかりの袋術家や地峨の歴史の紹介など、地域に猪i押した活動を目指しています。j

｛質問）） 2ドギャラリーは一般のj利用”f能という案内がありましたが、実際利朗,ll'ほどのような活用

をされていますか．

林 f写真版や絵柄J民・生け花足並など、いろいろな活朗をされてい主す．毎年同じ時期に個岐を

される常jlJ!のた方もいらっしゃいます．ギセラリーの使期特も無糾となっておりますので、＞＜（艇に

もっとた〈さんの）jに＋＜I/flしていただきたいですね。J

小都文化資料館では、 I I JI 29日からはギャラリーで f(I.I口県創作版商会

第 12回版画展Jが、 そのあとも写真版や木彫り作成s燥など続々と開催され

ます。 また、 平 成 19ll三Iflからは企画展 「山頭火フォトコンテスト入賞作

品展Jが開催されます。

多彩な展示と、 地域~流の土器として親しまれる小,ll想文化資料館に皆さんも

足をはこぼれてみてはb、かがでしょうか。 ｛植木民健｝
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』 ｛月｝首， 3 巨l大学的側機側担磁文化財特別J;•l Ot. 山n大学総合l副主F館｝
r，，，口県遺跡めぐりシりーズ2 J<調理ヶ証言i世跡』対一プン．
※l剛健JQJl/11平成同年IIJIHI（金｝まで．

｛月）吉郎偶内第E学生食堂（古聞遺跡）でrL，色調査を'.I!脳．
｛金）吉田構内凶品）館前広場（計回総勝｝で立会調究を実地．
｛本）吉III柳内仮設プレハプ校合（育問遺跡）で立会制査を)l;1'].

7/3 

7/3 
7/7 
7/20 

7月

寓字国酎帽富膏摘院取調車の包曹需裏店JII

(JI）吉田t河内仮設プレハプ校合（；＇／ Ill遺跡）で立会拘容を;il織＠
（火） 吉Ill構内共通教育様車発娘調子E終 （.

（本）吉田柳内農学部時l属当証栴病院本発掘湖慌の成；l!をJc占’発表．
（火） 世間情内線学部軒u属家持i病院本発錦司崎両終了．

8/7 
8/8 
8/9 
8/22 

8 !l 

｛月） i吉同情内共通教ti輔！｛吉旧遺跡｝で立会揃査をl則始．

｛土｝公開授業『古代人の知恵に挑総 ’一古代のお米をつくってみようー』
貫14向綬業1禍他．

10/13 （金・10/16（月｝工学部情内にて磁総綿査を実路．
10/21 （土）公捌佼ill!r古代人の知恵に挑li!I!！－古代のお米をつくってみようー』

第S向授業開鍛．

一一一一一一01品 集 ・ 発 行

山口大学組織文化財資料館
干753・8511 山口県山口市吉岡 1677・1

Tel/Pax 083・933・5035
E-mu i I yuam@yumaguch i’U 鎗C jp 

発行＇I＇月 13 2006. II. 15. 
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